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専
修
大
学
商
学
研
究
所

が
、
「
多
摩
区
・
３
大
学
連

携
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

多
摩
区
役
所
か
ら
委
託
さ

れ
、
調
査
を
進
め
て
き
た「
都

市
型
観
光
と
し
て
の
多
摩
タ

ウ
ン
セ
ー
ル
ス
の
方
向
」
の

結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
が

完
成
し
３
月
２８
日
、
多
摩
区

役
所
で
学
生
代
表
が
多
摩
区

長
に
手
渡
し
た
。

報
告
書
で
は
、
商
学
部
の

神
原
理
・
渡
辺
達
朗
両
教
授

の
ゼ
ミ
生
が
（
１
）
登
戸
・

向
ケ
丘
遊
園
駅
周
辺
を
中
心

と
す
る
多
摩
区
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
地
域
住
民
・
事
業
者
・

観
光
施
設
の
来
場
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
２
）
区

内
の
観
光
資
源
の
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
（
３
）
観
光
資
源
に

対
す
る
専
大
生
の
認
知
・
経

験
・
評
価
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
さ
ら

に
住
民
・
事
業
者
の
方
々
と

の
交
流
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
基
に
、
「
居
住
者
と
学
生

の
目
線
」
で
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
観
光
モ
デ
ル
コ

ー
ス
を
「
手
づ
く
り
マ
ッ

プ
」
で
提
案
し
て
い
る
。

学
生
た
ち
は
、
「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
、
『
都
心
へ
の

通
勤
が
便
利
で
住
み
や
す

い
、
自
然
が
多
い
閑
静
な
住

宅
環
境
』
と
い
う
プ
ラ
ス
イ

メ
ー
ジ
と
、
『
放
置
自
転
車

の
問
題
や
魅
力
的
な
商
業
施

設
の
不
足
、
治
安
に
不
安
が

あ
る
』
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
の
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

『
い
ま
あ
る
、
多
摩
区
の
良

さ
』
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
、
観
光
資
源
に
つ
な
が

る
と
判
断
し
、
『
多
摩
区
に

住
む
ヒ
ト
』
を
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
す
る
と
い
う
方
向
性
を

決
め
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

開
始
し
ま
し
た
。
『
ご
長
寿

マ
ッ
プ
』
を
作
る
際
に
は
、

銭
湯
で
お
年
寄
り
の
背
中
を

流
し
た
り
、
『
お
か
み
さ
ん

会
』
の
方
々
の
お
店
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
の
ほ
か
に

手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

た
だ
い
た
り
と
、
『
多
摩
区

っ
て
こ
ん
な
に
温
か
い
街
な

ん
だ
』
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
で
き
、
感
じ
た
温
か
い
思

い
を
『
手
づ
く
り
マ
ッ
プ
』

に
こ
め
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
る
。

神
原
教
授
は
、
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
方
と
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
に
と

っ
て
『
生
き
た
学
び
の
場
』

と
な
っ
た
。
今
後
も
区
内
の

地
域
通
貨
の
活
動
や
育
児
支

援
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
渡
辺
教
授
は
「
商
店
会

で
も
古
い
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
あ
る
が
、
新
た
に
参

入
し
た
若
い
事
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
住
民
も
事
業
者
も

二
極
化
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん

で
い
け
ば
、
商
店
会
の
活
性

化
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

【
ポ
イ
ン
ト
１
】
確
認
は
確
実
に
！

日
本
経
団
連
が
発
表
し
た
採
用
選
考
に

関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
で
は
「
正
式
な

う
た

内
定
日
は
１０
月
１
日
以
降
」
と
謳
わ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
「
内
々
定
」
と

呼
び
、
「
内
定
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し

な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
活
動
を
終

あ
い
ま
い

え
て
も
い
い
で
す
よ
」
な
ど
曖
昧
な
表
現

を
す
る
企
業
も
あ
る
。
い
ず
れ
の

場
合
も
、
「
内
定
と
考
え
て
よ
ろ

し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
確
か
め
る

こ
と
。
内
定
と
思
い
こ
み
就
活
を
終
了
し

た
が
、
秋
に
な
っ
て
正
式
内
定
で
は
な
か

っ
た
と
わ
か
り
、
慌
て
て
活
動
を
再
開
し

た
と
い
う
事
例
が
過
去
に
あ
る
。
も
し

も
、
あ
や
ふ
や
な
表
現
で
内
定
を
伝
え
ら

れ
た
ら
、
必
ず
確
認
を
し
よ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
２
】
重
複
内
定
時
は
二
者

択
一
を
！

必
ず
し
も
最
初
に
第
一
志
望
か
ら
「
内

定
」
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
内
定
を
得
て
か
ら
も
就
活
を
継
続

す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
内
定
を
い
た

だ
い
た
企
業
が
２
社
と
な
っ
た
時
点
で
１

社
を
選
択
し
、
他
社
は
辞
退
を
す
る
こ
と

を
心
が
け
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
「
企
業

選
択
の
基
準
」
を
明
確
に
し
、
志
望
順
位

を
つ
け
て
お
く
こ
と
。
基
準
が
不
明
確
だ

と
、
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
ど
の
企
業
に
も
良
い
点
と
悪
い
点
が

あ
り
１
０
０
％
の
満
足
は
な
か
な
か
な

い
。
自
分
に
と
っ
て
優
先
す
べ
き
条
件
を

も
う
一
度
確
認
し
て
お
こ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
】
内
定
承
諾
書
の
提
出
、

内
定
辞
退
は
慎
重
に
！

「
内
定
承
諾
書
」
の
提
出
後
も

就
活
を
継
続
で
き
る
の
か
と
い
う

質
問
が
毎
年
寄
せ
ら
れ
る
。
結
論

か
ら
言
え
ば
、
承
諾
書
に
は
法
的

な
拘
束
力
は
な
い
た
め
、
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か

し
、
辞
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
慎

重
な
対
応
が
必
要
だ
。
内
定
辞
退
は
企
業

の
採
用
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

最
悪
の
場
合
、
損
害
賠
償
請
求
も
起
こ
り

う
る
。
し
た
が
っ
て
、
承
諾
書
の
提
出
も

慎
重
に
行
う
こ
と
。ま
た
、内
定
辞
退
は
メ

ー
ル
や
手
紙
で
は
行
わ
な
い
。
ア
ポ
イ
ン

ト
を
と
り
、
企
業
に
出
向
い
て
お
わ
び
を

す
る
こ
と
が
一
番
だ
。

（
就
職
部
）

〈
内
定
に
関
す
る
こ
と
で
不
安
な
場

合
は
、
就
職
課
に
直
接
相
談
を
！
〉

０８
年
度
中
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
英
語
コ
ー
ス
・
前

期
）
の
中
期
留
学
生
に
２０
人

が
決
ま
っ
た
。
留
学
許
可
書

交
付
式
が
こ
の
ほ
ど
行
わ

れ
、
大
林
守
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
か
ら
許
可
書
が
手
渡

さ
れ
た
∥
写
真
。

派
遣
大
学
は
米
オ
レ
ゴ
ン

大
学
（
期
間
・
３
月
３１
日
～

９
月
１
日
）
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
ワ
イ
カ
ト
大
学

（
期
間
・
４
月
５
日
～
７
月

２７
日
）
。
な
お
、
ワ
イ
カ
ト

大
学
で
は
、
語
学
研
修
後
に

「
社
会
知
性
開
発
コ
ー
ス
」と

銘
打
っ
て
、
企
業
な
ど
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
。

国
際
交
流
事
務
課
で
は
、

毎
月
、
海
外
留
学
・
国
際
交

流
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
募

集
説
明
会
を
開
催
し
、
よ
り

詳
細
な
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
興
味
、
関
心
の
あ
る

学
生
は
、
説
明
会
な
ど
に
参

加
し
て
情
報
収
集
を
。

５
～
６
月
に
特
別
講
演
会

バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
（
ス
ペ

イ
ン
）
と
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ユ

ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
客
員
教
授
が
来
日

し
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
国
際
交
流
特
別
講
演
会

（
各
５
回
）
を
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
実
施
す
る
。

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
専
門
家
集

団
と
し
て
情
報
化
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
、
㈳
情
報
処

理
学
会
の
「
第
１
０
３
回
情

報
シ
ス
テ
ム
と
社
会
環
境
研

究
発
表
会
」
が
３
月
４
、
５

の
両
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
若
手
の
会
・
自
分
で

考
え
さ
せ
る
教
育
」
。
綿
貫

理
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
教
授
の
指
導
の
も
と
研
究

を
進
め
て
い
る
４
年
次
の
小

室
匡
史
さ
ん（
写
真

）と
柳

澤
剣
さ
ん（
写
真

）が
、「
ユ

ビ
キ
タ
ス
・
セ
ン
サ
ー
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
環
境
情

報
視
覚
化
の
提
案
」、「
集
合

知
を
利
用
し
た
環
境

情
報
シ
ス
テ
ム
」
の

口
頭
発
表
と
ポ
ス
タ

ー
・
デ
モ
発
表
を
行

っ
た
。

髙島麻衣子（経済３）

堀口 稔梨（ 〃 ）

杉沢 優（ 〃 ）

安津畑 卓（法 ３）

今井 貴大（ 〃 ）

鈴木 文也（経営３）

大矢 昇（ 〃 ）

高橋 彩（経営２）

島村 佳子（文 ３）

熊谷 純一（ 〃 ）

齋藤 亮（経済３）

森 良平（ 〃 ）

高山 梓（経営３）

清水 優（商 ４）

櫻井 宏美（文 ３）

柳 絵夢（ 〃 ）

椎名 陽介（ 〃 ）

山下奈緒子（ 〃 ）

加藤恵美菜（ 〃 ）

藤平 里実（ 〃 ）

今年も桜が咲く季節になり、多くの

新入生がこの大学にやってきた。厳し

い受験戦争の末に入学することがで

き、これでやっと自由になれたと思っ

ている人も多いだろう。確かに大学生

活は自由だ。受ける講義、専攻するゼ

ミ、サークル活動、アルバイト、さら

にはそのほかの課外活動。すべて自分

で選択することができる。もちろんど

れに力を入れるかも個人の自由。これ

らは確かに素晴らしいことなのだが、

自由は時に人を堕落させるものでもあ

る。

「あの授業面白くないから、もう出

席しなくていいや」「別にこの講義に

興味はないけど、単位が取りやすいっ

て聞いたから受けよう」「レポート提

出で単位が取れるから、講義に出なく

てもノートを借りて適当に書けば取れ

るな」。大学に慣れてくるにつれ、こ

ういった考えが心の底からわいてく

る。この傾向が悪化すると、朝起きら

れないから授業に出られない、授業を

ろくに聞いていないから試験やレポー

トができないなどの状況を引き起こ

す。そして、留年という最悪の結果を

導いてしまうのだ。留年まではいかな

かったとしても、このような姿勢で本

当に何かを学ぶことができているのだ

ろうか？

４年間の大学生活の結果が「ただ楽

に単位を取ることだけ考えて、あとは

遊んでいました」なんていうのはあま

りにも悲しい。自分は何を学びたいの

か？ どうやって大学生活を過ごすべ

きなのか？ それらを改めて見つめな

おし、目標に向かって常に自制心を忘

れない。自由な大学生活だからこそ、

その気持ちが必要不可欠である。新入

生はもちろん、在学生も自分の生活を

見直し、新たな心持ちで新年度を過ご

してみてはいかがだろうか。

（文３・ジャーナリズム研究会）



商学部・神原、渡辺両ゼミ生の

フィールド調査まとまる

奈良 仁之

「目標」に向かって

４
月
に
な
る
と
、
大
手
企
業
を
中
心
に

「
内
定
」
が
出
始
め
る
。
今
月
は
内
定
獲

得
時
の
注
意
点
を
お
伝
え
す
る
。

ワイカト大ではインターンシップも

敬称略

米・オレゴン大

０８年度中期留学生英語・前期

この時期は新入生歓迎コンパやお花見などで、急

性アルコール中毒になり救急車で運ばれる人が多く

なります。

イッキ飲みが危険なのは、短時間に大量のアルコ

ールを摂取すると、血中のアルコール濃度が急激に

上昇。一気に泥酔や昏睡状態になり、死につながる

ことがあるからです。

＊「イッキ飲みはしない！させない！」を実行して

ください。

＊「未成年者の飲酒は禁止されています！」新１年

生（未成年者）への飲酒をすすめることはやめまし

ょう！

＊保健室では、アルコールに対する体質を調べる「ア

ルコールパッチテスト」を実施していますので利用

してください。 （学生部）

イッキ飲みは危険‼ 注意しましょう！

ワイカト大
ニュージーランド・

内
定
獲
得
時

の
注
意
点

❺

若
手
の
会
で
発
表

情
報
処
理
学
会
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